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１．１ 研究動機と目的  






























１．１ 研究動機と目的  







































































１．２ 研究の方法  
以上の目的を達成するため， 本研究では以下のような方法をとる。  














































２．１.４ 調査の実施過程  
２．２   被験者の解決過程  
２．２.１ 被験者Ａ 
２．２.２ 被験者Ｂ 
２．３  問題解決過程の分析  






















２．１   問題の解決過程の調査  
 
















いろいろな方法を考え階段を上ってみることにした。   
  
ⅰ）３歩上ったあと２歩下がる、これを繰り返して階段を上ってみ
る事にした。   
 
①  何歩目ではじめて５０段目に着くか。  





①  ５０段目に初めて着くのは何歩目か  















































































２．２ 被験者の解決過程  
 
２．２．１ 被験者Ａの解決過程  
 
【問題１】  
(ⅰ )-­①  









































被Ａ 18:52 段目で、その後 2 歩下がって 50 段目につくので、


















スタートとなる。また 51 段目にからその後 1 歩下がって 50 段目につ
くので、242+1+1=244 という式が立つとした。そして 49 段目からス
タートしたとき 、その後 1 歩上がって 50 段目につくので、
図  2 
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244+1+1=246 歩目だと言える。  
・さらに上がりきった先が 52 段目で、その後 2 歩下がって 50 段目に
つくので、246+2+2=250 とできる。  これ以上はもう５０段目以降の
スタートとなるので、「３歩上ったあと２歩下がる」を繰り返しても、
明らかに 50 段目には来ないと判断した。よって答えは、238 歩目、242
歩目、244 歩目、246 歩目、250 歩目  であると答えを導いた。  
 






























































(ⅱ )-­②  

































は折れ線の中に△RTQ を作り、△PTQ の面積そのままに折れ線 P-­T-­R
を直線にすることができないかと考えたようだ。【被Ａ15】線分 PQ と
平行な線 SR を作図し、△PRQ を作図した。△PTQ と△PRQ は高さ
も底辺の長さも等しいので、この二つの三角形の面積は等しいと言え
図  4 （手書きの図を再現）  




次は△WPR も同様にして、線分 WR と平行な線 PU を引く。【被Ａ17】
線分 WR を底辺として考えると、△WPR と△WUR は高さも底辺の長
さも等しいので、この二つの三角形の面積は等しいと言える。よって










被Ａ38:点 P を頂点とする三角形に変え、その底辺の中点と点 P を結
ぶことを思いついた。（図６）△ABP を１つの図形とみて等積変形
を行い、△PEB を作り出した。△DCP についても同じく等積変形を
行い、四角形 ABCD を△PEF に面積をそのままで変化させた<11>。















の底辺の中点と点 P を結ぶことを思いついた。【被Ａ18】  




DCP についても同じく等積変形を行い、四角形 ABCD を△PEF に面
積をそのままで変化させた。  
三角形は高さが同じならば底辺の長さによって面積が決定されるので、
点 P と底辺 EF の中点である点 Q を結び△PEQ の面積と△PFQ を等
しくさせた。△PEQ と△PFQ はそれぞれ四角形 PABQ、四角形 PDCQ
と面積が等しいはずなので、解答者は PQ が四角形 ABCD の面積を２
等分する線だと結論づけた。  
 
２．２．２ 被験者Ｂの解決過程  
 
【問題１】  















Ｂ02】   
よって (50-­3)×5+3 = 238  
２３８歩  
 


































 (ⅰ )-­②  
問題のとおり、５０段目にいる瞬間を書き連ねていった。（被Ｂ08）  
５０段目に着いた直後、2 歩下がって 48 段目。その後 2 歩上がれば
図  8 
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50 段目につくので、238+2+2=242  
さらに 1 歩上がって 51 段目 (本当は 50 段までしかないのですが )につ
き、その後 1 歩下がって 50 段目につくので、242+1+1=244  
さらに 1 歩上がって 49 段目につき、その後 1 歩上がって 50 段目につ
くので、244+1+1=246  
さらに 2 歩上がって 52 段目につき、その後 2 歩下がって 50 段目につ
くので、246+2+2=250  
これ以上いくら「３歩上ったあと２歩下がる」を繰り返しても、明ら
かに 50 段目には来ないと判断したようだ。（被Ｂ08）   
よって答えは、238 歩目、242 歩目、244 歩目、246 歩目、250 歩目と
出した。   
 
(ⅱ )-­①  
調Ｂ09:これ（図９）は階段ですか？   
被Ｂ10:はい。まずはどう上がっているかわかりやすくするため、階
段を書いてどれだけ上がってどれだけ下がるか書いてみました。  
調Ｂ11:右の方に書いてあるのは何ですか？   
被Ｂ12:日付みたいなのは、「何歩上がって何歩下がるか」で、その
隣が、一番上の段数と一番下のときの段数です。で、線の横が歩数



























段上／０段下・最大段数１／最小段数０  歩数１  
２回目 ２段上／１段下・最大段数３／最小段数２  歩数４  
３回目 ３段上／２段下・最大段数５／最小段数３  歩数９  
 
これから上ろうとする時Ｘ段目にいる時次 1 番上まで上った時の段目
は 2Ｘ＋1 であるとみた。よって 2Ｘ＋1＝50 の時Ｘ＝24.5 
これは整数ではないのでこれより大きくて 24.5 に 1 番近い数は 25 で
ある。  
（２Ｘ＋１≧５０ Ｘ≧２４．５）（被Ｂ16）  
よってＸ＝25 の時、次上れば 50 段目にいけると見たようだ。  
よって２５の二乗は６２５なので、６２５＋２５＝６５０  ６５０歩  
 
 






(ⅰ )-­①  
図  9 
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被 B17::折れ線の問題ですが、どのように考えた？  














































①  データを集める。   
②  データ間に共通の，きまりや性質を見付ける。   
③  見付けたきまりは，そのデータを含む集合で成り立つであろうと推






























A についても P´と同様な性質又は法則 P が成り立つのではないかと








































































































































【研究課題１】  工夫を導く際何が大切か   
【研究課題２】  教師の支援として必要なものは何か   
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３．１ ポリアの発見法  
 
３．１．１ 発見法とストラテジー  
 





































































































































①  データを集める。   
②  データ間に共通の，きまりや性質を見付ける。   
③  見付けたきまりは，そのデータを含む集合で成り立つであろうと推





































① 整理されたリストを作る  
② 絵や図をかく  
③ パターンを見つける  
④ 表を作る  
⑤ 簡単な場合から考える  
⑥ 試行し検討する  
⑦ 実演（劇化）する  
⑧ 実験する  
⑨ 逆向きに考える  
⑩ 方程式を作る  






① 試行し、検討する  
② 絵や図をかく  
③ パターンを見つける  
④ 表を作る  
⑤ 整理されたリストを作る  
⑥ 簡単な場合から考える  













３．１．３ 工夫との関連  
  
















図  10 
b）Ａ∩Ｂの関係   
片桐重男は、『数学的な考え方の具体化』の中で、G.L.Musser & 



























































３．２ 工夫とストラテジー  
 










































































































































見つける手順）はルーチン化されていた。   
③ 図形の規則性発見問題の解決過程において、素朴な解決方法を見
直して効率的な解法を工夫する中で図の構造に着目してパターン
















②「評価・改善」活動を重視した問題解決方略の指導を行う。   
③ いろいろなパターンを見つけることができるように指導する。   
④ パターン発見のために新しい変数を設定することを指導する。   







るように指導することが大切である。」と説明されている。   
 





























































































































































































































４．１ 研究の結果  










































・解答を手早く求めるための巧みな方法   



















 と導き出された。  
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